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場所：明野図書館 視聴覚室 

日時：１２月６日（火）  

午前１１：００～１２：００ 

気軽に発声練習してみませんか？ 

もちろんお子さんも参加できます☆ 

12月、1月のテーマは、『歌舞伎』！ 

12月「白浪五人男」からスタートです☆ 

タイトル文字：滝平二郎 

 

毎週水曜日は視聴覚室開放 DAY♪ 

（午前９：００～午後５：００まで） 

【幼児向けおはなし会】 

１２月１４日⇒午前１０：００～ 

２１日⇒午前１１：００～ 

 

≪図書館スタッフ≫（児童室） 

いつ：１２月３日（土） 

時間：午前１１：００～ 

≪「やまびこ」さん≫（視聴覚室） 

いつ：１２月１８日（日） 

時間：午後３：００～ 

 

場所：明野図書館 視聴覚室 

日時：１２月２４日（土）  

午前１０：００～（上映時間：６９分） 

大人向けの映画です！お申込不要。 

長期休館のお知らせ 

１２月２８日（水）～ 

２０１７年１月４日（水） 

まで年末・年始の長期休館

に入ります。 

休館中のご返却は、中央・

明野にあります「ブックポス

ト」をご利用下さい。 

おりがみで図書館の玄関を飾ろう♪ 

場所：明野図書館 視聴覚室 

日時：１２月２５日（日） 

    午後２：００～３：００ 

どなたでもご参加いただけます。 

申込不要・持ち物はありません。 

場所：明野図書館 

日時：１２月２７日（火）、１月５日（木） 

   午後１：００～４：００ 

対象：小学４年生～６年生 

各日、２名ずつ。参加者募集中！詳しく

は館内ポスター・ちらしを見てね！ 

 歌、手遊び、読み聞かせなど、楽しいことが

たっぷり詰まったクリスマス会です。 

みんなで一緒に過ごしませんか？申込不要。 



 

－くらしに生かそうみんなの図書館－                    

明野図書館        ℡:0296-52-2466  http://library-city-chikusei.jp/

コラム No.3５２ 
 

 

幼子に背中押されて介護 

柳田姫子 

 

 次女が小学校に入学。赤いランドセルを背おって行く姿が見えなくなるまで見送る母の姿がありまし

た。それからまもなく母の介護が必要になった。足に力が少しでもありかかえて立てるうちはいいのです

が力がなくなりますと私一人ではどうにもなりません。洗濯物は昼夜かまわず水洗い。朝がくるのをまっ

て洗濯機にかけます。ある晩の事「京ちゃんお外は寒いし臭いしばっちいからお家に入ってなさい」と私

が言うと「ううーんだいじょうぶあとでためになるから」と言うのです。この言葉を聞いて絶対弱音ははけな

いと自分にちかうのです。 

背おうた子に教えられる道。野菜、根の物、お豆腐等何でもお鍋に入れてぐだぐだに煮る。圧力釜でたい

たお粥さんです。子共用の茶わんに半分食べさせるのに 2時間かかるのです。スプーンであーんごくんし

たと口を開けさせて確認し気管に入らないように注意する。 

自分はお残りをたべるだけ。これが私の毎日。 

ある日の事、子に食事を用意すると長女が食べないのです。「どうして食べないの」と聞くと「お母さんが

食べないと私も食べない」と言いだしたのです。私ははっとし「わかったわかった食べるからだいじょうぶ」

と言って子と食事。子は私をずーっと見ていたのです。「子の腹も親の腹も孫の腹も皆同じ。」母の言葉で

した。 

子を学校保育へ送りだすと私は激痛にあい床にすいつき耐えた。5～6分たったか水が砂にすーっとしみ

入ったように痛みがなくなりました。病院に行くと胆石。胆のうが 3倍にはれてぶよぶよ。すぐ手術が必要

とのことでした。 

母を長期ショートスティーの手続きをし、母に話すと「お世話になるのだからどこでもいいよ」と言ってくれ

ました。私に「良く治してきなよ」と言ってくれました。私の手術も終わり数日が経ちあと 3日で退院となっ

た日母が病院に移ったと連絡が入りすぐ退院。母のいる病院に直行、個室にて意識がないのです。母の

隣に私のベッドをおいてもらい母の耳元で呼びつづけました。10日目で意識がもどりました。私の顔をじ

っとみているので「私だよじょうぶになって帰って来たよ」と言うと目でわかったわかったと返事。それから

長い病院生活がはじまりました。 

 今度は姉が入院手術とのこと、癌だとのことすぐの手術。8時間かかるときいていたのが 4時間で終わ

った。これ以上手術をつづけると身体がもたないと先生からの説明。姉は全てを知っていた。それを私に

言う。とてもつらかった。退院しては入院。退院して入院。母と姉同時進行の介護。母が 83才でいった。

母のお別れに姉は 35Kgの身体でおはちゃん(母)を送ってやれて良かったありがとうと蚊のなくような声で

言った。半年がたって桜の花を見て「あーきれいだ本当にきれいだ」と言う。日がたって父母のところへい

った 52才。 

 10年間の介護でした。 

 

（やなぎた ひめこ／筑西市郷土史を考える会会員・主婦） 

 


